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リ·ヘリ と イ·ヘリ

おひさまぐみには わたしの ほかに ヘリが もうひとり います。

わたしは ほんを よむのも たどたどしくて、もじを かくのも 
へたなのに りこうな ヘリに なって、
ほんを よむのが じょうずで、もじも きれいに かける
ヘリは しっかりものの ヘリに なりました。

きょうは おりがみで どうぶつを つくりました。
わたしは おうちで まいにち おりがみを しているから
ウサギも キツネも キリンも ライオンも
なんでも ひとりで つくれます。
でも、かける もじが  「ライオン(사자)」しか なかったから
ライオンだけを おりつづけました。  

しっかりものの ヘリは もう ぜんぶ おりおわって
どうぶつの なまえも かきおわりました。
しっかりものの ヘリは  「ニワトリ(닭)」みたいな むずかしい もじも  
すらすらと かけます。

ほかの こは みんな おうちに かえって きょうしつには 
しっかりものの ヘリと わたしだけが のこりました。
しっかりものの ヘリが ほんを よむ こえに みみを すましていました。
ヘリは ほんを よむのが とても はやいんです。
でも、きょうは ほんが おもしろくないみたいです。
 「ママ!」
ヘリが ドアのほうに はしっていきました。
でも、ドアを あけて はいってきたのは わたしの ママでした。

おひるの じかん、また キムチが でました。
キムチは どうして こんなに からいのかしら。
おみずで あらって、ふうふう ふいても
なみだが でるほど からいです。

しっかりものの ヘリは キムチを あらいもせずに
ふうふうと ふくこともなく よく たべます。
 「しっかりものの ヘリは からいのに よく たべられるわね」
せんせいの ほめことばに ヘリが とくいげな かおを します。
わたしは キムチが かざんよりも からいのに
ヘリは キムチが ほんとうに からくないのかしら？

ちずの パズルあそびを しました。しんせきが すんでいる ところの 
パズルの ピースを みつけて ちずの うえに おく あそびです。

ミンジちゃんの おばさんの おうちは チョンジュ、
チンギュくんの おじいちゃんの おうちは ウルルンとう、
ハヨンちゃんの おばちゃんの おうちは テジョンで、
わたしの おばあちゃんの おうちは ケソンです。
そして しっかりものの ヘリの おばあちゃんの おうちは 
チェジュとうだそうです。
わたしの おばあちゃんの おうちが いちばん うえで、
しっかりものの ヘリの おばあちゃんの おうちは いちばん 
したに あります。

ようちえんを でようとすると、すすりなく こえが きこえました。
わたしは ママの てを ひっぱりました。
 「わかったわ。リ·ヘリ、ここで まっているから もうすこし あそんできなさい」
ドアを あけると しっかりものの ヘリが ドアの まえに たって
いました。わたしと めが あった ヘリは また なきはじめました。
わたしは しっかりものの ヘリと おりがみを しました。
ママを まっているとき、おりがみを おっていると ふしぎと ママが すぐ  
かえってくるの。さかなを にひきも おったから しっかりものの ヘリの  
ママも もうすぐ くるはずよ。
しっかりものの ヘリが 『あかい さかな』の ほんを もってきました。 
わたしが いちばん すきな ほんです。

ミンジちゃんと あやとりを している ときの ことでした。
むしが いっぴき しっかりものの ヘリの せなかに 
くっついていました。
むしが もぞもぞと うごいて しっかりものの ヘリの てに 
のぼろうと していました。
わたしは しっかりものの ヘリの てを ポンと はたきました。 

しっかりものの ヘリが ぱっと たちあがって ブロックが くずれました。
そのはずみで むしが ブロックに つぶされそうに なりました。
わたしは きょうしつの そとに はしっていって かだんに 
さいていた はなの うえに むしを のせてあげました。

ふつかごは チュソクです。
ミンジちゃんも チンギュくんも ハヨンちゃんも
おばあちゃんの おうちに いって ようちえんに きませんでした。
でも、しっかりものの ヘリは ようちえんに きました。

わたしの かぞくは ことしの チュソクにも おばあちゃんの 
おうちに いけません。
ケソンは プサンよりも チェジュとうよりも ちかいのに、 
いけない ところなんだそうです。

ヘリと ヘリは もうすこし いっしょに いたくなったのです。

イ·ヘリ と リ·ヘリ

おひさまぐみの イ·ヘリは わたし ひとりでした。
あのこが くるまでは。
 
せの たかい ヘリが きた ひ、
わたしは こいぬだって むしだって こわいのに 
しっかりものの ヘリに なって、
あたらしく はいった ヘリは りこうな ヘリに なりました。

おりがみの じかんでした。
 「すきな どうぶつを おって なまえを かいてみましょう」
ちゃんと せんせいが おしえてくれた とおりに つくったのに
ウサギは キツネに、ツルは ニワトリに なってしまいました。
ほかの こたちから なんの どうぶつか きかれるのが いやで
いそいで なまえを かきました。 

わたしが ウサギと ツルを おっている あいだ、りこうな 
ヘリは ライオンを じゅっこ いじょうも おりました。
 「ほんものの ライオンみたい」
みんなが ヘリのまわりに あつまってじぶんの ぶんも おって  
ほしいと ねだりました。

ほかの こは みんな おうちに かえって きょうしつには 
りこうな ヘリと わたしだけが のこりました。
ほんを すこし よんで とじました。
 「まだ ぜんぶ よんでないでしょう」
りこうな ヘリが わたしを じっと みました。
 「わたしの かってでしょう。ほっといて」
わたしは なぜか いじわるに なりました。
ママは きょうにかぎって なんで こんなに おそいんだろう？
ようちえんの げんかんから チャイムの おとが きこえました。
きっと ママだわ。ママの あしおとが したの。わたしは むちゅうで  
はしっていきました。でも…… ママじゃなかった。

おひるの じかん、グリンピースごはんが でました。
どうして わたしの ごはんだけ いつも まめが おおいのかしら。
アリの すから つぎから つぎへと アリが でてくるように
まめは よけても よけても また でてきます。

りこうな ヘリは グリンピースごはんを ひとくちで ぱくっと たべて 
ほうれんそうの ナムルも よく たべます。
 「りこうな ヘリは すききらいせずに ちゃんと たべるのね」
せんせいの ほめことばに ヘリが にこりと わらいます。
わたしは このよで まめが いちばん まずいのに、
ヘリは まめが ほんとうに おいしいのかしら？

ちずの パズルあそびを しました。
しんせきが すんでいる ところの パズルの ピースを みつけて  
ちずの うえに おく あそびです。 

ヒヨンちゃんの おじいちゃんの おうちは ナムヘ、
セヨンちゃんの おばあちゃんの おうちは プサン、
ヒョンミンくんの おじさんの おうちは パジュで、
わたしの おばあちゃんの おうちは チェジュとうです。
そして りこうな ヘリの おばあちゃんの おうちは ケソンだそうです。
わたしの おばあちゃんの おうちが いちばん したで、りこうな ヘリの 
おばあちゃんの おうちは いちばん うえに あります。

また チャイムの おとが しました。こんどは きっと ママよ。
ところが、ドアを あけて はいってきたのは りこうな ヘリでした。
なきたくないのに ポロポロ なみだが でました。
 「ヘリちゃん、いっしょに おりがみしない？」
りこうな ヘリが かばんの なかから あかい いろがみを 
とりだしました。
ヘリと ならんで すわって おりがみを していたら
いつのまにか さかなが にひき できていました。
さかなを みていたら 『あかい さかな』の ほんの ことを  
おもいだしました。 『あかい さかな』の ほんは りこうな ヘリが  
まいにち よんでいる ほんです。

セヨンちゃんと ブロックあそびを していた ときの ことでした。
さいごの ブロックを つめば おうちが かんせい、という そのとき、
りこうな ヘリが わたしの てを ポンと はたいて とおりすぎました。
そのせいで ブロックが ガラガラと くずれてしまいました。
 「ヘリちゃんのせいで くずれちゃったでしょう」
わたしが おおごえを だしたのに、
りこうな ヘリは あやまりもしないで きょうしつの そとに いそいで  
でていってしまいました。

ふつかごは チュソクです。
ヒヨンちゃんも セヨンちゃんも ヒョンミンくんも
おばあちゃんの おうちに いって ようちえんに きませんでした。 
 
わたしの かぞくは ことしの チュソクにも
おばあちゃんの おうちには いきません。
パパとママの おもちやさんは さいじつが いちばん 
いそがしいんです。

ふたりの ヘリは ゆっくり ゆっくり ほんを よみました。



햇님토리반에는 나 말고 혜리가 한 명 더 있어요. 

나는 책 읽을 때도 더듬거리고 글씨도 잘 못 쓰는데

똘똘한 혜리가 됐고요.

책도 잘 읽고 글씨도 또박또박 잘 쓰는  

혜리는 씩씩한 혜리가 됐어요. 



점심시간에 또 김치가 나왔어요. 

김치는 왜 이렇게 매운 걸까요. 

물에 씻고, 호호 불어 봐도  

눈물 나오게 매워요.  

씩씩한 혜리는 김치를 씻지도 않고

호호 불지도 않고 잘 먹어요.  

“씩씩한 혜리는 매운 것도 잘 먹는구나.”

선생님 칭찬에 혜리가 어깨를 으쓱해요. 

나는 김치가 화산보다도 더 매운데  

혜리는 김치가 진짜 안 매운 걸까요?   



민지랑 실 꿰기 놀이를 하고 있을 때였어요. 

벌레 한 마리가 씩씩한 혜리 등에 딱 붙어 있었어요.    

벌레가 꼬물꼬물 기어가더니 

씩씩한 혜리 손에 막 올라가려고 했어요.   

나는 씩씩한 혜리 손을 툭 쳤어요. 

  

씩씩한 혜리가 벌떡 일어나면서 블록이 떨어졌어요.  

그 바람에 벌레가 블록에 깔릴 뻔했어요.  

나는 교실 밖으로 뛰어나와  

화단에 핀 꽃 위에 벌레를 올려 줬어요.   



오늘은 종이접기로 동물을 만들었어요. 

나는 집에서 매일 종이접기를 해서 

토끼도 여우도 기린도 사자도 

혼자 다 접을 수 있어요. 

하지만 아는 글자가 사자밖에 없어서 

사자만 접고 또 접었어요. 

씩씩한 혜리는 벌써 종이접기를 다 하고 

동물 이름도 다 썼어요. 

씩씩한 혜리는 ‘닭’같이 어려운 글자도 척척 잘 써요. 



지도 퍼즐 맞추기 놀이를 했어요. 

친척들이 사는 곳 퍼즐 조각을 찾아 

지도 위에 올려놓는 놀이예요. 

민지 고모 집은 전주, 

진규 할아버지 집은 울릉도,

하영이 이모 집은 대전이고, 

우리 할머니 집은 개성이에요. 

그리고 씩씩한 혜리 할머니 집은 제주도래요. 

우리 할머니 집이 제일 위에 있고, 

씩씩한 혜리 할머니 집이 제일 밑에 있어요. 

 



이틀이 지나면 추석이에요.

민지도 진규도 하영이도   

할머니 집에 가서 유치원에 안 왔어요.  

그래도 씩씩한 혜리는 유치원에 왔어요. 

 

우리 가족은 올 추석에도 할머니 집에 못 가요. 

개성은 부산보다 제주도보다 가깝지만  

갈 수 없는 곳이래요. 



아이들 모두 집으로 돌아가고  

교실에는 씩씩한 혜리와 나만 남았어요. 

씩씩한 혜리가 책 읽는 소리에 귀를 쫑긋 세웠어요. 

혜리는 책을 엄청 빨리 읽거든요. 

그런데 오늘은 책이 재미없나 봐요.  

“엄마!”

혜리가 문 앞으로 달려갔어요. 

그런데 교실 문을 열고 들어온 사람은 

우리 엄마였어요. 



유치원을 나서는데 훌쩍거리는 소리가 들렸어요.  

나는 엄마 손을 잡아당겼어요.

“알았어, 리혜리. 여기서 기다릴 테니 더 놀다 와.”

교실 문을 여니 씩씩한 혜리가 문 앞에 서 있었어요. 

나와 눈이 마주친 혜리가 또 울기 시작했어요. 

나는 씩씩한 혜리와 종이접기를 했어요. 

엄마를 기다릴 때 종이접기를 하면 

신기하게 엄마가 금방 돌아와요.   

물고기를 두 마리나 접었으니까 

씩씩한 혜리 엄마도 곧 올 거예요.  

씩씩한 혜리가 빨간 물고기 책을 가져왔어요.

내가 제일 좋아하는 책이에요. 
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또 벨 소리가 났어요. 

이번에는 분명히 엄마일 거예요.      

그런데 문을 열고 들어온 사람은 똘똘한 혜리였어요. 

안 울고 싶은데 자꾸만 눈물이 났어요. 

“혜리야, 우리 종이접기 할래?”

똘똘한 혜리가 가방에서 빨간 색종이를 꺼냈어요.  

혜리와 나란히 앉아서 종이접기를 하다 보니  

어느새 물고기 두 마리가 완성됐어요. 

물고기를 보니 빨간 물고기 책이 생각났어요.

빨간 물고기 책은 똘똘한 혜리가 매일 보는 책이에요.



아이들 모두 집으로 돌아가고   

교실에는 똘똘한 혜리와 나만 남았어요. 

책을 조금 읽다가 덮었어요.   

“다 안 읽었잖아.”

똘똘한 혜리가 나를 물끄러미 쳐다봤어요. 

“내 마음이야. 네가 무슨 상관이야?” 

나는 괜히 심술이 났어요.   

엄마는 오늘따라 왜 이렇게 늦을까요?

  

유치원 현관에서 벨 소리가 났어요. 

분명 엄마일 거예요.

우리 엄마 발자국 소리가 났거든요.   

나는 한달음에 달려갔어요. 

그런데…… 엄마가 아니에요. 



이틀이 지나면 추석이에요.  

희영이도 세연이도 현민이도  

할머니 집에 가서 유치원에 안 왔어요.  

 

우리 가족은 올 추석에도 

할머니 집에 안 갈 거예요. 

아빠 엄마 떡집은 명절 때 제일 바쁘거든요.



지도 퍼즐 맞추기 놀이를 했어요. 

친척들이 사는 곳 퍼즐 조각을 찾아 

지도 위에 올려놓는 놀이예요. 

희영이 할아버지 집은 남해, 

세연이 할머니 집은 부산,  

현민이 삼촌 집은 파주고,   

우리 할머니 집은 제주도예요. 

그리고 똘똘한 혜리 할머니 집은 개성이래요.

우리 할머니 집이 제일 밑에 있고 

똘똘한 혜리 할머니 집이 제일 위에 있어요. 



종이접기 시간이었어요. 

“좋아하는 동물을 접고 이름을 쓰세요.”

분명히 선생님이 가르쳐 준 대로 했는데   

토끼는 여우가 되고, 학은 닭이 되었어요.

친구들이 무슨 동물이냐고 물어볼까 봐 

얼른 이름을 썼어요.  

내가 토끼와 학을 접는 동안 

똘똘한 혜리는 사자를 열 개도 넘게 접었어요.    

“진짜 사자 같다.”

아이들은 혜리에게 달려가  

자기 것도 접어 달라고 떼를 썼어요. 



세연이랑 블록 놀이를 할 때였어요.  

마지막 블록을 쌓고 집이 완성되려는 순간,     

똘똘한 혜리가 내 손을 툭 치고 지나갔어요.  

그 바람에 블록이 와르르 무너졌어요. 

“너 때문에 다 망가졌잖아.”

내가 소리 질렀지만 똘똘한 혜리는 사과도 안 하고 

교실 문 밖으로 휙 나가 버렸어요. 



점심시간에 완두콩밥이 나왔어요. 

왜 항상 내 밥에만 콩이 많을까요. 

개미집에서 개미가 자꾸자꾸 나오는 것처럼 

콩은 골라내고 골라내도 또 나와요.

똘똘한 혜리는 완두콩밥도 크게 한 입 떠서 먹고, 

시금치나물도 잘 먹어요.

“똘똘한 혜리는 골고루 잘 먹는구나.”

선생님 칭찬에 혜리가 씩 웃어요. 

나는 우주에서 콩이 제일 맛없는데   

혜리는 콩이 진짜 맛있는 걸까요?



햇님토리반에 이혜리는 나 혼자였어요.

그 애가 오기 전까지는요.   

 

키가 큰 혜리가 온 첫날,   

나는 강아지도 벌레도 무서워하는데 

씩씩한 혜리가 됐고요.

새로 온 혜리는 똘똘한 혜리가 됐어요. 
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Hyeri Ri and Hyeri Lee

There is another Hyeri in the Sunshine Class besides me.

I stutter as I read and can’t write that well.
But I became Smarty Hyeri.
The other Hyeri can read books well and write well, too.
But she became Brave Hyeri.

We folded animals with colored papers today.
I fold papers at home every day so I can fold bunny, fox, giraffe and 
lion all by myself.
But the only word that I know is lion so I only folded lions over and 
over again.

Brave Hyeri already finished folding papers and even wrote the 
names of the animals.
Brave Hyeri can even write difficult words like “chicken.” 

After all the children went home, 
it was just Brave Hyeri and I left in the classroom.
As Brave Hyeri began to read a book, my ears pricked up.
Hyeri can read a book very fast.
But I guess the book she read today wasn’t that interesting. 
“Mom!”
Hyeri ran toward the door.
But the person who opened the door of the classroom
was my mom.

We were served kimchi again at lunch time.
Why is kimchi so spicy? I wash it in the water and blow at it but it is 
still teary hot.

But Brave Hyeri can eat kimchi even without washing or blowing at it.
“Brave Hyeri can eat spicy food so well!”
She shrugged her shoulders as the teacher praised her.
To me, kimchi is hotter than the volcano.
Is kimchi really not spicy for Hyeri?

We were playing the Map Puzzle game.
This is a game where you find the puzzle pieces 
where your relatives live and place it on the map.

Minji’s aunt lives in Jeonju, Jingyu’s grandfather lives in Ulleungdo, 
Hayoung’s aunt lives in Daejeon, and my grandmother lives in 
Kaesong.
Brave Hyeri’s grandmother lives in Jeju Island.
My grandmother’s house is at the very top while Brave Hyeri’s 
grandmother’s house is at the very bottom.

As I was leaving the classroom, I heard a sniffle.
I pulled my mom's hand. “All right. Hyeri Ri, You can play some 
more. I'll be waiting for you here.”
When I opened the classroom door, there was Brave Hyeri standing in 
front of me. As Hyeri saw me, she began to cry again.
I folded papers with Brave Hyeri. When I wait for my mom, I fold 
colored papers and she comes to get me right away like magic. I 
folded two fish.
So Brave Hyeri’s mom will come for her soon. Brave Hyeri took out 
the red fish book. That’s my favorite book.

It was when I was playing strings with Minji.
There was a bug that was crawling on Brave Hyeri’s back. 
The bug was wiggling and crawling around. 
It was just about to climb onto Brave Hyeri’s hand.
I tapped Brave Hyeri’s hand softly.

As Brave Hyeri stood up, the blocks fell.
The blocks almost crushed the bug.
I ran out of the classroom and placed the bug on the flower in the 
flower bed.

Two days from now is Chuseok(Korean Thanksgiving Day).
Minji, Jingyu, and even Hayoung went to their grandmother’s houses 
and did not come to kindergarten.
But Brave Hyeri came to kindergarten.

Once again, my family cannot go to grandmother's house again for 
this Chuseok.
Kaesong is closer than Jeju Island and Busan, but we still cannot go 
there.

Hyeri and Hyeri wanted to be with each other for a little bit longer.

Hyeri Lee and Hyeri Ri

I was the only Hyeri Lee in the Sunshine Class.
Until she came.

On the first day the tall Hyeri arrived, I became Brave Hyeri 
although I am afraid of puppies and bugs.
The newly arrived Hyeri became Smarty Hyeri.

It was origami time.
“Fold your favorite animal and write its name.”
I did exactly what the teacher told us to do.
But the bunny became a fox, and the crane became a chicken. 
I quickly wrote the names before my friends could ask me what 
kind of animals I folded.
  
While I was folding the bunny and the crane, Smarty Hyeri folded 
more than ten lions.
“It looks like a real lion.”
All the children ran to Hyeri asking her to fold animals for them. 

After all the other children went home, it was just Smarty Hyeri 
and I left in the classroom. I was reading a book for a bit but 
soon closed it. 
“You didn’t finish reading it,” said Smarty Hyeri as she stared at 
me.
“None of your business,” I said. 
I was feeling irritated for some reason. Why is my mom so late 
today? A doorbell rang at the entrance of the kindergarten.
It must be mom. I heard my mom’s footsteps.  
I ran straight for the door. But... it wasn’t mom.

We were served rice with peas for lunch.
Why do I seem to get more peas in my rice?
The peas are like endless ants crawling out of their homes.
It keeps coming out of my rice, no matter how many I pick out. 
 
Smarty Hyeri puts a mouthful of pea rice in her mouth, and can 
even eat the seasoned spinach.
“Smarty Hyeri, you’re not a picky eater at all!”
She smiled as our teacher praised her.
I hate peas more than anything in the world. 
Are peas really delicious for Hyeri?

We were playing the Map Puzzle game.
This is a game where you find the puzzle pieces where your 
relatives live and place it on the map.

Hee-young’s grandfather lives in Namhae, Saeyeon’s 
grandmother lives in Busan, Hyeonmin’s uncle lives in Paju, and 
my grandmother lives in Jeju Island.
Smarty Hyeri’s grandmother lives in Kaesong. 
My grandmother’s house is at the very bottom while Smarty 
Hyeri’s grandmother's house is at the very top.

Then I heard another doorbell ring. This time it had to be mom. 
But the person who opened the door was Smarty Hyeri.
I didn’t want to cry but tears kept falling.
“Hyeri, do you want to fold papers with me?”
Smarty Hyeri pulled out a red colored paper from her bag.
After folding papers alongside with Hyeri, we ended up making 
two fish. 
When I saw the red fish, I remembered the red fish book.
The red fish book is a book that Smarty Hyeri reads every day. 

I was playing blocks with Saeyeon. 
As I was putting the last block on the house that I was building, 
Smarty Hyeri passed by hitting my hand.
It tipped my blocks and my house crumbled down.
“You ruined my house!”
I screamed but Smarty Hyeri didn’t even apologize.
She just went out of the classroom. 

Two days later, it is Chuseok(Korean Thanksgiving Day).
Heeyoung, Saeyeon, and even Hyeonmin went to their 
grandmother’s houses and did not come to kindergarten.

As usual, my family is not going to grandma’s house for Chuseok, 
since mom and dad’s rice cake store is the busiest during the 
holidays.

The two Hyeris read the book very slowly.



우리가 염원하던 통일이 이제 금방이라도 손에 닿을 듯 가까이 다가와 있습니다. 하지만 

그사이 남과 북은 언어도 문화도 생각도 달라졌고, 멀리 떨어진 다른 나라만큼이나 서로가 

낯설어졌습니다. 

통일을 주제로 한 많은 동화들이 ‘남한이 바라본 북한’에 초점이 맞춰져 있습니다. 그러나 

《이혜리와 리혜리》는 남한 어린이 이혜리가 본 북한 어린이 리혜리와 북한 어린이 리혜리가  

바라본 남한 어린이 이혜리, 두 시선을 동시에 담고 있습니다.   

좋아하는 음식도 놀이도 다른 두 혜리가 서로를 알아 가는 과정을 통해 비록 지금은 남과 

북이 나뉘어 있지만 원래 우리는 하나였다는 메시지를 전하고자 합니다. 남과 북의 어린이가 

처음 만나 다름을 인정하고 진정한 친구가 되는 이야기를 통해 사람이 먼저 만나는 통일을  

그려 보고 싶었습니다. 

전현정

작가의 말
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